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研究成果の概要（和文）：児童思春期の神経性やせ症に対する集団認知機能改善療法を開発し、効果検証した。
対象患者は、DSM-5の神経性やせ症に該当する13歳以上18歳以下の入院患者。集団認知機能改善療法を計4セッシ
ョン実施した。治療前後に、セントラルコヒアレンス認知機能評価課題、レイの複雑図形検査(ROCFT),認知柔軟
性課題、The Brixton testを測定した。治療前後の、Body Mass Index(BMI)（kg/m2)、動機付け尺度、抑うつ評
価尺度、小児版摂食障害質問票(ch-EAT26)の変化を測定した。治療前後のBMI, 認知柔軟性課題の変化は、有意
な改善が得られた。

研究成果の概要（英文）：Cognitive remediation therapy (CRT) aims to increase cognitive flexibility 
by practicing new ways of thinking, facilitating bigger picture thinking, supporting patients with 
relevant tasks and encouraging an awareness of their own thinking styles. The aim of this study was 
to test the efficacy of a CRT group for adolescents with AN. 4 sessions of Group CRT interventions 
were carried out in the adolescent inpatients with anorexia nervosa (AN).  The average age of the 
participants was 14.7 (1.6SD) years old. Neuropsychological and psychological assessments 
(motivation, self-efficacy and depression) were administered before and after the group 
intervention. There was a significant improvement of BMI, as well as the changes of cognitive 
flexibility, using the Brixton tests. The Group-CRT was shown to be effective in improving cognitive
 flexibility, increase Body Mass Index (BMI). In conclusion, CRT groups are acceptable for younger 
adolescents with AN in a Japanese sample. 

研究分野：精神医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
児童思春期の神経性やせ症の認知特性として、認知柔軟性の障害、統合的一貫性（セントラルコヒアレンス）の
障害に関連した脳神経基盤が明らかになった。本研究では、児童思春期の神経性やせ症入院患者を対象とした集
団認知機能改善療法(Group-Cognitive Remediation Therapy; G-CRT)を用いて、治療前後のBMIの改善、認知柔
軟性の改善の効果が明らかにされた。児童思春期の神経性やせ症の認知柔軟性の障害、およびGCRTの有効性が明
らかにされた。集団認知機能改善療法は、児童思春期の神経性やせ症に対する低体重の改善、健康増進、心理社
会的機能の向上が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
神経性やせ症(Anorexia nervosa; AN)は若年女性の 0.5%に認められ、致死率も高く、児童
思春期のANは家族療法以外に有効な治療法のエビデンスが証明ざれていない。本研究は、
子どもの ANを対象に、ANの症状維持に関連する認知特性、認知柔軟性の障害、セントラ
ルコヒアレンス（統合的一貫性）の障害の改善に焦点付けした、認知機能改善療法 
(Cognitive remediation therapy)は、成人に対する効果は報告されているが、児童思春期に
対する効果、認知機能の治療前後の変化は検証されていない。本研究は、CRT を費用対効
果の高い集団療法で、児童思春期の AN に対して実施し、集団脳リハビリテーション法の
開発と効果検証を目的とした。 
 
２．研究の目的 
児童思春期の神経性やせ症(Anorexia Nervosa; AN)の認知特性として、認知柔軟性、セント
ラルコヒアレンス（統合的一貫性）の障害を検証し、児童思春期の AN入院患者を対象とし
て、これらの認知特性の改善を目的とした集団認知機能改善療法 (Group Cognitive 
remediation therapy; G-CRT)を実施し、効果検証を行うこと。 
 
３．研究の方法 
本研究は、東京都立小児総合医療センター児童精神科、千葉大学大学院医学研究院精神医学

の共同研究として実施した。研究機関の倫理委員会で承認を得て実施した。対象患者は、

DSM-5 の神経性やせ症の診断基準に該当する 13 歳以上 18 歳以下の入院患者。除外基準は、

IQ≦70, 頭部外傷の既往、精神病の既往、被虐待の既往、切迫した希死念慮を有する患者、

重篤な身体合併症を有する患者。 
介入方法は、集団認知機能改善療法(Group cognitive remediation therapy; GCRT)を計 4
セッション実施した。セッションの内容は、１セッション目：イリュージョン課題 
２セッション目：地図課題、３セッション目：注意シフト課題、4セッション目：実生活に
基づくフィードバックと課題の振り返りの計 4セッションで、認知柔軟性課題、セントラル
コヒアレンス課題を交互に行った。治療開始前に、WISC/WAIS による IQ を測定し、日本語
版自閉スペクトラム指数(AQ)、治療前後に、Body Mass Index (BMI), EAT26（１６歳以上）,
小児版摂食障害質問票(ch-EAT26)(15 歳以下),抑うつ症状の評価として、ベック抑うつ症状
尺度(BDI-II),Rosenberg 自尊感情尺度,（RSES）, 動機付け尺度(Motivational ruler;MR)、
認知機能の評価として、セントラルコヒアレンス認知機能評価課題、レイの複雑図形検査
(ROCFT),認知柔軟性課題、The Brixton test を測定した。 
 
４．研究成果 
対象患者の特徴 
対象患者は、DSM-5 の AN の診断基準に該当する入院女性患者 15 名、平均年齢は 14.7 歳
(SD=1.6), (13-18 歳)。平均罹病機関は、18.5 か月(SD=9.5) (range:8-36)、入院時の BMI
は、13.8(SD=2.3), (range:11.3-19.8) kg/m2,標準体重の 68.1% （SD＝10.4）(range:54-
94)%.WISC/WAIS を用いた平均 IQ は、104.6 (SD=17.3)(range: 83-131)。 
 
表 1. 治療前後の BMI, 認知機能の変化 
 

N=15 
Pre CRT           
Mean (SD) 

Post CRT         
Mean (SD) 

p 
Effect 
size(d) 

BMI (kg/m2) 16.2 (1.6)  16.8 (1.2) 0.03＊ 0.11 

Standard body 
weight ratio 
(%) 

79.7 (6.9) 82.7 (5.7) 0.03＊ 0.13 



ROCFT OI  2.45(0.59)  2.62(0.39) 0.38 0.09 

ROCFT SI  1.67(0.43) 1.79 (0.26) 0.27 0.09 

ROCFT CCI  1.60(0.37)  1.71(0.21) 0.29 0.1 

Brixton-
number of 
errors 

25.3 (8.5) 20.2 (5.0) 0.005＊ 0.2 

Brixton-score 3.4 (1.8) 4.6 (1.5) 0.01＊ 0.19 
 
表 2.治療前後の症状評価尺度の変化 

N=15 
Pre CRT           

Mean (SD) 
Post CRT         

Mean (SD) 
p Effect size(d) 

chEAT-26 24.1 (17.2)  22.2 (18.1) 0.66 0.03 

EAT-26 21.3 (19.3) 20.5 (14.8) 0.94 0.01 
MR-importance 

to change 
8.7 (2.3) 8.4 (2.6) 0.61 0.03 

MR-ability to 

change 
7.2 (2.9) 7.3 (2.7) 0.83 0.01 

BDI-Ⅱ 18.3 (12.1) 17.9 (13.7) 0.81 0.01 

RSES 27.5 (8.9) 26.5 (8.5) 0.38 0.03 
 
 
治療前後の、Body Mass Index(BMI)（kg/m2)、動機付け尺度(MR)、抑うつ評価尺度、小児版
摂食障害質問票(ch-EAT26)の変化を測定した。治療前後の BMI, Brixton 課題のエラー数を
用いた、認知柔軟性課題の変化は、有意な改善が得られた(Paired t, p<0.05)(表 1)。治療
完遂率は 93%と、先行研究に比較してドロップアウト率は低かった。 
治療前後の摂食障害症状尺度、抑うつ症状尺度、動機付け尺度(MR),RSES はいずれも改善が
認められたが、統計学的に有意性はなかった(表 2)。本研究により、安全で対費用効果の高
い集団脳リハビリテーション法が開発された。Brixton 課題を用いた、認知柔軟性の改善が
G-CRT の治療効果の測定指標として有効であった。児童思春期 AN への治療適応可能性が示
唆された。 
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